
２．調査手法の活用や新技術の開発等による
鯨類科学調査等の精度・効率性の向上

３．南極海での調査の在り方

資料５

１．持続的利用が見込まれる調査対象鯨種

鯨類の持続的利用のために必要な調査について、例えば以下の視点から最適化を
図る必要があるのではないか。
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